
～暮らしを守り、みんなで支え、未来へとつなぐ持続可能な交通体系～

デマンド交通の一部変更について

1

第４回 富里市地域公共交通会議 資料
令和３年１２月２２日

資料３



～暮らしを守り、みんなで支え、未来へとつなぐ持続可能な交通体系～

2

内 容

① 富里市デマンド交通について

1. デマンド交通の概要

2. 運行エリア

3. 交通体系図

4. デマンド交通利用状況

② 富里市デマンド交通 根木名ルートの拡大について

1. 市民ニーズについて

2. 対応について

3. 変更内容について

4. スケジュール



～暮らしを守り、みんなで支え、未来へとつなぐ持続可能な交通体系～

① 富里市デマンド交通について



～暮らしを守り、みんなで支え、未来へとつなぐ持続可能な交通体系～

4

1. デマンド交通の概要

運行ルート 根木名ルート、十倉ルート、高松ルート

運行日
月～金曜日の平日運行

（土日祝日、年末年始（12月29日から1月3日）は運休）

運行本数 各ルート１日12便

運行時間帯 午前8時台から午後5時台まで

車両
セダン車両

運
賃

市内の利用
大人300円、小学生100円、

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方150円

市外

（JR八街駅の利用）

大人400円、小学生200円、

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方200円

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、及び小学生未満は無料
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2. 運行エリア

○ 富里バスターミナル～市役所

（根木名ルート）、富里バスター

ミナル～ＪＲ八街駅（高松ルート、

十倉ルート）が運行しています。

○ いずれのルートも、立沢、高松、

十倉及び根木名を、路線バスを補

完する形で運行しています。
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3. 交通体系図

根木名ルート 高松ルート 十倉ルート
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4-1. デマンド交通利用状況（根木名ルート）

○ 根木名ルートの１日平均利用者数は、平成27年度13.6人、平成28年度12.5人、

平成29年度14.6人、平成30年度15.4人、令和元年度14.0人、令和２年度11.0人

となっており、平成2８年度以降、１日平均利用者数は増加傾向にあったものの、

令和元年度以降は房総半島台風、新型コロナウイルス感染症における減少があり、

減少傾向となっています。

平成２４年デマンド交通実証運行前の循環バス運行時の数値
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4-2. デマンド交通利用状況（高松ルート）

○ 高松ルートの１日平均利用者数は、平成27年度8.0人、平成28年度9.7人、平

成29年度11.2人、平成30年度11.5人、令和元年度11.3人、令和２年度10.8人と

なっており、平成27年度以降は、実証運行前の利用者数を上回っています。

平成２４年デマンド交通実証運行前の循環バス運行時の数値
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4-3. デマンド交通利用状況（十倉ルート）

○ 十倉ルートの１日平均利用者数は、平成27年度10.5人、平成28年度10.6人、

平成29年度10.5人、平成30年度10.3人、令和元年度12.8人、令和２年度12.6人

となっており、平成27年度以降は、実証運行前の利用者数を上回っています。

平成２４年デマンド交通実証運行前の循環バス運行時の数値
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4-4. デマンド交通利用状況（利用者区分及び登録状況）

６５歳以上の登録者
９７１人 全体の約６６％

○ 登録者数は、本格運行開始以降は毎

年約100人の新規登録があり、令和3

年3月末現在、1,465人の登録があり

ます。

○ 料金区分別利用者状況は障害者等が最も多く、

次いで後期高齢者の利用が最も多くなっています。

○ 後期高齢者及び障害者等の利用率を合わせると

78.4%であり約8割の利用割合を占めています。

利用者区分 登録状況

（年間新規）
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1. 市民ニーズについて

○ 富里市地域公共交通計画策定に伴う市民アンケート調査を実施した

結果、運行ルート・エリアを拡大することを期待する声が多く、拡大

目的別移動先において、【国際医療福祉大学成田病院】にアクセスで

きるようにしてほしいという声が多く寄せられた。

■通勤・通学の行き先 

 市 内 市 外 

 名 称 市区町村 名 称 

１ ベイシア 成田市 成田空港 

２ 会社 成田市 イオンモール成田 

３ 富里高校 成田市 会社 

■買物の行き先 

 市 内 市 外 

 名 称 市区町村 名 称 

１ ベイシア 成田市 イオンモール成田 

２ ナリタヤ 八街市 ベイシア 

３ ヤオコー 八街市 カスミ 

■通院の行き先 

 市 内 市 外 

 名 称 市区町村 名 称 

１ 成田富里徳洲会病院 成田市 成田赤十字病院 

２ 龍岡クリニック 成田市 国際医療福祉大学成田病院 

３ 日吉台病院 芝山町 高根病院 

■遊び・趣味・習い事の行き先 

 市 内 市 外 

 名 称 市区町村 名 称 

１ ジョイフル本田 成田市 イオンモール成田 

２ 社会体育館 酒々井町 酒々井アウトレット 

３ 中部ふれあいセンター 成田市 ボンベルタ 

 

【今後デマンド交通に期待すること】

51.2

30.5

30.3

9.3

11.4

14.5

22.5

6.9

6.3

18.1

運行ルート・エリアが拡大されること

予約がなく利用できること

運行時間が拡大すること

予約受付時間が拡大すること

インターネット予約ができること

往復利用割引や回数券などが販売されること

停留所が近くにある

その他

特になし

無回答
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２. 対応について

市民のニーズに対して

○ 国際医療福祉大学成田病院への乗り入れについて、今までも、市民の皆様

から要望が寄せられました。今回、市民ニーズを的確にとらえるため、アン

ケート調査を実施したところ、乗り入れできるようにしてほしいという声が多

く寄せられました。また、富里市地域公共交通会議の委員からも、乗り入れの

実現について意見がありました。

○ 国際医療福祉大学成田病院への乗り入れについては、市民の健康に関わる

ことから、早期に対応をする必要があります。このため、現デマンド交通根

木名ルートに新たに、【国際医療福祉大学成田病院】停留所を追加します。

なお、他ルートの見直しについても、富里市地域公共交通計画策定の中で検

討し、新たな公共交通体系の構築につなげていきます。
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3-1. 変更内容について（交通体系図）

（新）根木名ルート （旧）根木名ルート
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3-２. 変更内容について（時刻表）

○ 【停留所の追加】

４０ 国際医療福祉大学成田病院

（千葉県成田市畑ヶ田８５２番地）

○ 40 以降の乗降時間を各４分延長

【変更点】

令和４年１月中旬から適用
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項 目 令和３年 令和４年

11月 12月 1月

国際医療福祉大学成田病院
停留所設置協議

成田市事前協議

成田警察署事前協議

交通事業者説明

富里市議会への説明

富里市地域公共交通会議
（乗降地点追加協議）

事業計画変更届

制度の周知

（１）広報

（２）デマンド交通利用者

（３）市ＨＰ、ＳＮＳ等

運行開始

4. スケジュール

１１月上旬実施

１１月中旬実施

１１月下旬実施

１２月２２日

会議終了後

１月１日号

１月中旬 開始

会議終了後

会議終了後

１２月１４日実施

１１月下旬実施


